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三条西実枝自筆

永禄13年 (1570)～天正頃写

縦7.6(～ 10.6)cln 横 10.4(～ 11.6)cm



室
町
時
代
末
期

に
成
立
し
た
、

『源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
。
書
名
の

由
来
は
、
源
氏
物
語
の

「源
」
に
通

ず
る
と
こ
ろ
の

「
山
の
下
の
水
」
「
山

陰
を
流
れ
る
水
」
の
意
で
あ
る
。

著
者
は
三
条
西
実
枝

（
一
五

一
一

～

一
五
七
九
）
。
中
世
源
氏
学

の
中

心
的
存
在
で
あ

っ
た
三
条
西
実
隆
を

祖
父
と
し
、
父
は
公
条
。
三
条
西
家

の
正
統
で
あ
る
が
、
長
く
東
国

・
駿

河
を
流
浪
し
て
、
帰
京
し
た
の
は
永

禄
十
二
年
、
五
十
九
歳
の
年
で
あ

っ

た
。
そ
の
後
の
文
学
活
動
は
め
ざ
ま

し
く
、
翌
年
三
月
か
ら
宮
中
に
お
い

て
源
氏
物
語
講
釈
を
開
始
、
同
時
に
、

三
条
西
家
の
説
を
中
心
と
し
て
源
氏

物
語
の
諸
注
集
成
に
取
り
か
か
つ
た
。

本
書

『山
下
水
』
は
、
そ
の
実
枝

自
筆
稿
本
二
十
六
冊
で
あ
る
。
本
書

の
手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
大
き
さ
、
か

さ
ば
ら
な
い
ご
く
薄
様
の
料
紙
は
、

懐
中
に
具
合
の
良
い
、
極
め
て
小
振

り
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
の
綴
じ

も
、
注
釈
項
目
の
増
加
に
応
じ
て
料

紙
の
差
し
替
え
が
容
易
な
、
特
殊
な

仮
綴
じ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

姿
か
ら
は
、
源
氏
物
語
講
義
に
お
い

て
、
ま
た
手
控
え
と
し
て
、
常
に
携

帯
し
つ
つ
注
の
考
察
、
増
加
を
行

っ

て
い
た
、
著
者
実
枝
の
日
常
が
思
わ

れ
る
。
い
っ
た
ん
成
立
し
た
後
も
、

本
書
に
は

「箋
日
」
と
し
て
次
々
に

増
補
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

実
枝
は
本
書
を
稿
本
の
ま
ま
と
し

て
没
し
た
が
、
後
に
中
院
通
勝
等
に

よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
大
部
な
源
氏
物

語
諸
注
集
成

で
あ
る

『眠

江
入
楚
穴
慶

長
三
年

〈
一

五
九
八
〉
成

立
）
の
基
本

的
な
注
釈
書
と
し
て
使
わ
れ
、
そ
の

名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『山
下
水
』
の
伝
本
は
、
『眠
江
入

楚
』
に
使
用
の
た
め
に
写
さ
れ
た
中

院
家
の
写
本
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
近
年
、
本
書
の
出
現
に
よ

っ
て
、
そ
の
自
筆
本
の
姿
、
内
容
が

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
制
作
途

上
の
著
者
自
筆
稿
本
と
し
て
、
原
装

の
ま
ま
に
伝
存
し
た
貴
重
な
も
の
で

あ
る
。

（天
理
図
書
館
　
岡
蔦
偉
久
子
）

天理図書館
山 下 水

天理図書館のお知らせ Tel:0743-63-9200 httpノ /www.tcl.gr.jp/

◆平日(午前 9時～午後 5時半)土 。日・祝 (午前9時～午後4時半)
04月 の休館日:18日・29日 ～30日
(本欄にて紹介した名品の閲覧については係へお尋ねください)


